
 
市町村税務職員等功績表彰受賞者一覧 

 
○千葉県知事表彰（１者） 

氏名・団体名 功績概要 

野田市 企画財政部 収税課 

平成３０年度市町村職員等表彰受賞後も、市行政改革大綱実施計画

において令和６年度までに市税の徴収率９８．６％を目標に掲げ、  

これにあわせ令和３年度までに県内３位を目標とし、「徴収体制・進行

管理の強化」や「現年課税分の徴収強化」そして「滞納繰越分の圧縮」

の３点に重点を絞り取り組んだ。 

また、進行管理においては、班ごとに期間を区切った具体的な目標

や計画を設定し定期的な徴収率向上ミーティングを開催したほか、 

進行管理者を設置し、管理職がさらに進捗を確認するという徹底した

組織管理体制を確立することで、目標である市税徴収率９８．６％、

県内３位を令和３年度に達成し、また、個人住民税徴収率も県内３位   

という成果を残した。 

 

 

 

○千葉県滞納整理推進機構会長表彰（５者） 

氏名・団体名 功績概要 

福田
ふ く だ

 一
かず

貴
たか

 

（千葉市東部市税事務所納税第二課） 

経験の乏しい部下に対し、滞納整理のノウハウを正しく理解させ

るとともに、明確な指示、適切な助言を与えることにより、時効完成

額を千葉市の納税担当４課の中で最も少なくする優れた実績を導き

出した。 

また、県との合同捜索等においては、部下の参加機会を増やすよ

う配慮をしたり、内部研修では、自身の深い知識・経験を活かし相

続事案に関する研修の講師を務め、組織全体における正しい知識の

普及に尽力するなど、積極的に人材育成にも貢献した。 

さらには、高額滞納者に対しても、徹底した事前調査や粘り強い納

税交渉により完納へと導く姿勢は他の職員の模範となった。 

黒田
く ろ だ

 瑛
えい

太
た

 

（千葉市西部市税事務所納税第二課） 

徴収業務に携わり３年目にもかかわらず、日々の業務や各種研修

を通じて滞納処分に必要となる知識を身に付けるだけでなく、担当

事案が多い中、様々なシステムを活用した効率的な滞納整理を実現

するなど、所属の中核をなす人材である。 

新たに RPA システムを導入する際には、これらの経験を生かし、効

果的なシナリオ作成に尽力し、組織全体の事務改善にも貢献した。 

昨年度の差押件数２５０件、差押充当額約１千万円と組織の中 

でも優秀な成果を残した。 

 

 

 

別 紙 



 

氏名・団体名 功績概要 

牧野
ま き の

 晃嗣
こ う じ

 

（浦安市財務部収税課債権回収対策室） 

年間３３件の差押や、滞納処分を実施しない事案についても  

徴収猶予制度の活用や文書催告等を積極的に実施し、案件を停滞 

させない進行管理を行うことで、浦安市担当１人当たりの平均完納

件数２７件を大きく上回る４０件の完納へと結びつけた。 

担当事案３５億５千５百万円のうち３４億４千７百万円を徴収

し、徴収率９６．９８という優れた成果を残した。 

山武市 市民部 収税課 

県への職員派遣を通じて得た滞納整理のノウハウを活かし、財産

調査の対象をネット銀行にも広げ、事案の例として１４４万円の 

差し押さえを実施し、成果を上げた。 

また、財産調査件数を大幅に増加させたことで、令和２年度  

と比較して令和３年度は生命保険の差押件数１．９倍、額にして 

７．１倍と組織として大きな実績を残した。 

さらに、令和３年度においては県との合同捜索に加え、市単独 

でも捜索を実施し、合計１５件の捜索を行うことにより、長期かつ

高額な困難事案についても積極的に取組んだ。 

椎木
し い き

 恭兵
きょうへい

 

（いすみ市 税務課 収納・滞納整理班） 

県への職員派遣を通じて得た知識や技術の組織定着に尽力し、 

長年の課題であった長期少額分納による滞納事案について、徴収 

職員の少ない体制にも関わらず、県と連携して捜索を実施するなど

他自治体の模範となるような手法を実現した。 

捜索の際には滞納者の実情に寄り添ったアドバイスや処分を 

実施し、適切な納税計画を組むことで滞納者自身の納税意欲を  

高めた。 

その結果、滞納繰越額については平成２９年度から令和３年度

の５年間で１０億円から６億円への縮小に貢献した。 

 


